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Q 7
水痘に自然感染したあと，帯状疱疹になることがありますが，ワクチンの接種で帯状

疱疹が出ることがあるでしょうか。

水痘ワクチン接種と帯状疱疹の関連性についてはまれであると考えられます。米国などではワクチ

ンに含まれるウイルス量が多いことから，帯状疱疹などがワクチン接種後に起こったとの報告があります。

急性白血病児の場合，自然感染後の帯状疱疹発生率は約16％で，これに比べてワクチン接種後では約４％

です。

A

Q 6 帯状疱疹の患者と接触して，水痘に罹患する心配はありますか。

水痘に対する免疫がない人が帯状疱疹患者と接触すると，水痘に罹患します。A

Q 5
家族の一人が水痘にかかってしまい，未罹患の家族からワクチン接種の希望がありま

した。接種してもよいでしょうか。

水痘は麻疹と同様，非常に感染力が強く，家族の一人が罹患すると，水痘に対する抗体を保有して

いない家族は次々と感染してしまいます。自然水痘の患者と接触後３日（72時間）以内にワクチン接種を

行うと，発症を阻止できるとの報告があります。ただし，家族の場合は発症する数日前から感染している可

能性があるため，ワクチン接種は間に合わない場合が多いです。

A

ます。年齢によって，重症化する頻度が異なりますが，米国の報告によると（Epidemiology and Prevention

of Vaccine-Preventable Diseases The Pink Book: 10th Edition，（February 2007）: http://www.cdc.gov/

vaccines/pubs/pinkbook/default.htmより），水痘による入院は水痘患者1,000人あたり２～３人，水痘によ

る死亡は患者６万人あたり１人と報告されています。合併症を起こす頻度は健康小児では少ないものの０歳

及び15歳以上では合併症の頻度ならびに致死率が高いとされます。１～14歳で水痘を発症した場合の致死

率は水痘患者約10万人に１人ですが，15～ 19歳では10万人あたり2.7人，30～ 49歳では10万人あたり

25.2人と報告されています。発疹が極めて多いものや，まれに肺炎，細菌の二次感染，肝炎，脳炎を起こす

こともあります。ワクチンの接種は発病や重症化のリスクを下げるだけでなく，水痘にかかることによって，

本人が保育園や幼稚園や学校を休む，あるいはそれに伴って母親など保護者が仕事を休むことを防ぐといっ

た意味あいがあります。これらを考えて最終的に接種の必要性を決めることになります。

Q 8 ガンマグロブリンの投与とワクチン接種の関係はどうでしょうか。

ガンマグロブリンには，製品によって水痘－帯状疱疹ウイルスに対する抗体が高単位に含まれてい

ます。ガンマグロブリンの投与を受けた人は，少なくとも３カ月以上は水痘ワクチンの接種を延期しないと

十分な効果が得られないことがあります。（参照p14，Q9　p61，Q2）

A


